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占
領
初
期
沖
縄
群
島
に
お
け
る
六
・
三
・
三
制
の
導
入
と
教
科
書
事
情

　
　
　
　
　
　

萩　

原　

真　

美

は
じ
め
に

　

一
九
四
五
年
四
月
、
米
国
海
軍
政
府
の
樹
立
に
よ
り
沖
縄（

（
（

は
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
直
接
軍
政
が
布
か
れ
、
対
沖
縄
占

領
政
策
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
も
い
ち
早
く
実
施
さ
れ
た
政
策
の
一
つ
が
教
育
政
策
で
あ
る
。
沖
縄
に
お
け
る
米

軍
占
領
の
拠
点
と
さ
れ
た
沖
縄
群
島
の
場
合
、
占
領
開
始
直
後
は
米
軍
政
府
の
教
育
部
が
担
当
し
た
。
同
年
八
月
沖
縄

側
の
行
政
組
織
で
あ
る
沖
縄
諮
詢
会（

（
（

（
以
下
、
諮
詢
会
）
の
発
足
後
は
、
米
軍
政
府
教
育
部
の
指
示
の
下
、
諮
詢
会
教

育
部
が
担
っ
た
。
翌
年
一
月
以
降
は
、
諮
詢
会
教
育
部
を
改
組
し
た
沖
縄
文
教
部
が
、
一
九
四
六
年
四
月
沖
縄
民
政
府

発
足
以
降
は
、
沖
縄
民
政
府
文
教
部
が
担
当
し
た
。

　

教
育
政
策
は
、
状
況
の
許
す
限
り
早
急
に
開
始
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
の
方
針
と
し
て
、
ま
ず
収
容
所
内
の
初
等
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学
校
段
階
の
児
童
を
対
象
に
実
施
、
次
に
年
長
児
童
や
収
容
所
外
の
児
童
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
教
育
内

容
に
関
し
て
は
、
超
国
家
主
義
的
・
軍
国
主
義
的
教
育
の
禁
止
、
沖
縄
の
独
自
性
を
尊
重
し
、
新
た
な
沖
縄
を
建
設
し

て
い
こ
う
と
す
る
精
神
（
姿
勢
）
で
あ
る
「
沖
縄
の
道
」
に
沿
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
掲
げ
ら
れ
た
。
そ
の
方
針
に
則

り
、
沖
縄
戦
開
始
間
も
な
い
一
九
四
五
年
四
月
六
日
に
は
高
江
洲
初
等
学
校
が
開
校

（
（
（

、
そ
の
後
、
可
能
な
と
こ
ろ
か
ら

随
時
学
校
が
再
開
し
て
い
っ
た
。
同
年
八
月
に
は
教
科
書
編
集
所
が
設
け
ら
れ
、
沖
縄
独
自
に
編
纂
さ
れ
た
謄
写
版
の

教
科
書
、
い
わ
ゆ
る
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
編
修
が
開
始
し
た
。
一
九
四
六
年
一
月
に
は
、
師
範
部
、
外
語
部
、
農
林

部
の
三
部
か
ら
な
る
沖
縄
文
教
学
校
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
師
範
部
で
は
短
期
間
で
の
初
等
学
校
教
官
の
養
成
、
外
語
部

で
は
英
語
教
官
の
養
成
を
担
っ
た
。
そ
し
て
、
同
年
四
月
初
等
学
校
令
の
施
行
に
よ
り
、
初
等
学
校
八
年
、
高
等
学
校

四
年
か
ら
な
る
八
・
四
制
が
制
定
さ
れ
た

（
（
（

。

　

占
領
下
沖
縄
に
お
け
る
教
育
政
策
は
、
群
島
毎
に
置
か
れ
た
軍
政
府
の
布
告
・
布
令
・
命
令
に
よ
り
実
施
さ
れ
た
。

い
ず
れ
の
群
島
も
、
日
本
本
土
（
以
下
、
本
土
）
に
一
～
数
年
遅
れ
て
本
土
の
教
育
法
制
や
諸
制
度
が
導
入
さ
れ
て
い

く
。
そ
の
う
ち
、
四
群
島
に
わ
た
っ
て
最
も
早
く
導
入
さ
れ
た
教
育
制
度
が
六
・
三
・
三
制
で
あ
る
。
六
・
三
・
三
制
は
奄

美
、
沖
縄
、
宮
古
で
本
土
よ
り
一
年
遅
れ
の
一
九
四
八
年
度
か
ら
、
八
重
山
は
一
九
四
七
年
度
か
ら
六
・
三
・
三
制
と
八
・

四
制
の
二
本
建
学
制
が
実
施
さ
れ
、
一
九
四
九
年
度
よ
り
完
全
に
六
・
三
・
三
制
と
な
っ
た

（
（
（

。

　

六
・
三
・
三
制
の
代
表
的
な
研
究
に
、
三
羽
光
彦
『
六
・
三
・
三
制
の
成
立

（
（
（

』
が
あ
る
。
三
羽
は
六
・
三
・
三
制
の
成
立
過

程
に
つ
い
て
、
教
育
課
程
基
準
の
形
成
、
学
校
制
度
の
再
編
成
、
学
校
教
育
法
案
の
立
案
過
程
と
い
っ
た
国
家
段
階
の
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政
策
決
定
過
程
か
ら
実
証
的
に
研
究
し
て
い
る
。
だ
が
、占
領
下
沖
縄
の
六
・
三
・
三
制
の
成
立
は
対
象
と
し
て
い
な
い
。

小
林
文
人
「
教
育
基
本
法
と
沖
縄
─
社
会
教
育
と
の
関
連
を
ふ
く
め
て

（
（
（

」
は
、
各
群
島
に
お
け
る
教
育
基
本
法
導
入
の

経
緯
の
差
異
を
論
じ
る
中
で
、
六
・
三
・
三
制
の
導
入
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
宮
古
と
八
重
山
は
、
測
候
所
の
船
を

媒
介
と
し
て
、
奄
美
で
は
現
職
教
師
二
名
に
よ
る
「
密
航
」
に
よ
っ
て
、
本
土
の
教
育
法
規
や
学
制
改
革
に
関
す
る
史

料
を
入
手
し
た
結
果
、
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
が
公
布
さ
れ
、
六
・
三
・
三
制
が
発
足
し
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

そ
の
要
因
に
つ
い
て
は
、「
法
律
も
学
制
も
本
土
と
同
一
に
し
て
復
帰
に
備
え
る
と
い
う
民
族
主
義
的
な
教
育
観
が
あ

り
、指
導
的
な
教
育
者
た
ち
の
機
略
と
熱
情
が
働
い
た

（
（
（

」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
た
だ
し
、沖
縄
群
島
に
関
し
て
は
、「
教

育
法
制
に
つ
い
て
の
体
系
的
な
議
論
は
見
当
た
ら
な
い

（
（
（

」
こ
と
を
指
摘
す
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。
佐
久
間
正
夫
「
戦
後

占
領
初
期
の
沖
縄
に
お
け
る
教
育
改
革
に
関
す
る
研
究
（
１
）
─
宮
古
教
育
基
本
法
と
教
科
書
編
集
事
情
を
中
心
に
─

（
（1
（

」

は
、
宮
古
が
他
の
群
島
に
先
駆
け
て
六
・
三
・
三
制
が
成
立
し
た
と
い
う
先
行
研
究
の
見
解
や
教
科
書
編
纂
の
状
況
に
つ

い
て
、
当
事
者
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
で
再
確
認
で
き
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
た
だ
し
、
教
育
基
本
法
と
教
科
書

編
集
の
関
連
性
は
検
討
さ
れ
て
い
な
い
。
三
羽
光
彦
「
戦
後
初
期
奄
美
地
域
に
お
け
る
新
制
高
等
学
校
創
設
に
関
す
る

一
考
察
─
青
年
学
校
の
町
村
立
実
業
高
等
学
校
へ
の
改
革
に
着
目
し
て
─

（
（1
（

」
は
、
奄
美
群
島
の
新
制
高
等
学
校
創
設
に

至
る
前
段
階
と
し
て
存
在
し
た
実
業
高
等
学
校
を
検
証
し
、
そ
の
実
業
高
等
学
校
を
母
体
と
し
て
新
制
高
等
学
校
が
創

設
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。だ
が
、奄
美
の
六
・
三
・
三
制
の
成
立
そ
の
も
の
は
検
証
し
て
い
な
い
。萩
原
真
美「
占

領
下
沖
縄
に
お
け
る
社
会
科
の
誕
生

（
（1
（

」
で
は
、
六
・
三
・
三
制
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
沖
縄
の
社
会
科
に
つ
い
て
、
教
育
法
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令
・
諸
制
度
導
入
に
お
け
る
本
土
と
沖
縄
の
時
間
的
な
ズ
レ
に
着
目
し
、
そ
の
要
因
を
検
証
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
が
、

沖
縄
側
の
「
本
土
並
み
」
志
向
に
影
響
し
て
い
た
と
示
唆
す
る
が
、
六
・
三
・
三
制
成
立
の
直
接
的
な
要
因
の
検
討
に
は

至
っ
て
い
な
い
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
占
領
初
期
の
沖
縄
で
は
、
教
育
行
政
組
織
や
教
育
制
度
の
整
備
に
先
駆
け
て
学
校
を
再
開
し
た
も

の
の
、
学
校
教
育
を
い
か
に
実
施
す
る
か
に
苦
慮
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
米
軍
側
が
最
低
限
の
教
育

を
行
う
た
め
に
と
り
急
ぎ
取
り
か
か
っ
た
の
が
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え
る
た
め
に
必
要
な
「
教
材
」、
す
な
わ
ち
教
科

書
の
作
成
で
あ
る
。
そ
の
教
科
書
は
謄
写
版
で
印
刷
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、「
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
」
と
称
さ
れ
、
占
領

下
初
の
教
育
制
度
で
あ
る
八
・
四
制
下
で
は
、
正
規
の
教
科
書
と
し
て
使
用
さ
れ
た
（
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
に
つ
い
て

は
１
で
詳
述
）。
八
・
四
制
を
廃
止
し
、
六
・
三
・
三
制
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
ガ
リ
版
刷

り
教
科
書
で
は
新
た
な
教
育
課
程
に
対
応
し
き
れ
ず
、
米
軍
が
限
ら
れ
た
予
算
を
投
じ
、
沖
縄
側
が
労
力
を
か
け
て
実

施
し
た
教
科
書
編
纂
業
務
が
水
の
泡
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沖
縄
側
が
六
・
三
・
三
制
を
導
入
し

た
の
に
は
、
教
科
書
事
情
の
変
化
が
少
な
か
ら
ず
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
占
領
初
期
の
沖
縄
に
と
っ
て
、
沖
縄
戦
後
の
壊
滅
的
な
被
害
か
ら
い
か
に
復
興
し
て
い
く
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
沖
縄
在
住
の
人
々
の
み
な
ら
ず
、
戦
前
に
移
民
や
移
住
等
に
よ
り
、
沖
縄
以
外
の
地
域
・
国

に
居
住
す
る
沖
縄
出
身
者
に
と
っ
て
も
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た

（
（1
（

。
沖
縄
の
復
興
に
対
し
、
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
代
表
的
な
組
織
が
、
一
九
四
五
年
一
一
月
に
発
足
し
た
沖
縄
人
連
盟
（
以
下
、
連
盟
）
で
あ
る
。
沖
縄
民
政
府
（
と
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り
わ
け
文
教
部
）
や
連
盟
は
、
沖
縄
側
が
力
を
入
れ
て
実
施
し
て
い
た
教
育
政
策
に
よ
り
、
い
か
に
し
て
喫
緊
の
課
題

で
あ
っ
た
復
興
へ
向
か
お
う
と
し
た
の
か
。
本
稿
で
は
、
米
軍
に
よ
る
占
領
の
拠
点
で
あ
り
、
教
科
書
編
纂
に
お
い
て

も
中
心
で
あ
っ
た
沖
縄
群
島
に
お
け
る
六
・
三
・
三
制
の
導
入
に
つ
い
て
、
占
領
初
期
沖
縄
の
教
育
に
お
い
て
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
た
教
科
書
事
情
に
着
目
し
て
検
証
す
る
。

１
．
占
領
初
期
沖
縄
に
お
け
る
教
科
書
事
情

　
（
１
）
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
作
成

　

沖
縄
戦
の
最
中
、
学
校
が
再
開
し
た
も
の
の
、
戦
争
の
惨
禍
に
よ
り
校
舎
は
破
壊
さ
れ
、
机
、
椅
子
、
黒
板
な
ど
の

設
備
は
勿
論
、
学
用
品
や
教
科
書
も
な
く
、
ま
と
も
に
教
育
が
行
え
る
状
況
で
は
な
か
っ
た
。
最
低
限
の
教
育
を
行
う

た
め
に
取
り
急
ぎ
作
成
さ
れ
た
の
が
、
沖
縄
独
自
に
作
成
さ
れ
た
謄
写
版
の
教
科
書
、
い
わ
ゆ
る
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書

で
あ
る
。
沖
縄
大
百
科
事
典
刊
行
事
務
局
編
『
沖
縄
大
百
科
事
典

（
（1
（

』
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　

戦
後
最
初
に
沖
縄
で
編
集
・
配
布
さ
れ
た
教
科
書
。
一
九
四
五
年
（
昭
和
二
〇
）
八
月
米
軍
政
府
の
指
示
で
沖

縄
教
科
書
編
集
所
が
設
置
さ
れ
、
と
り
あ
え
ず
〈
算
数
〉〈
読
方
〉
教
科
書
の
編
集
が
開
始
さ
れ
た
。
編
修
に
は

若
干
残
っ
て
い
た
沖
縄
師
範
学
校
附
属
国
民
学
校
の
教
科
書
が
参
考
に
さ
れ
た
が
、〈
偏
狭
ナ
ル
思
想
ヲ
去
リ
人

類
愛
ニ
燃
エ
新
沖
縄
建
設
ニ
邁
進
ス
ル
積
極
進
取
ノ
気
魄
ト
高
遠
ナ
ル
理
想
ヲ
与
エ
ル

（
（1
（

〉
と
い
う
編
集
方
針
に
基
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づ
き
、
内
容
の
大
部
分
は
沖
縄
関
係
に
取
材
し
た
。
作
成
さ
れ
た
教
科
書
は
ガ
リ
版
刷
り
に
さ
れ
て
各
学
校
に
配

布
さ
れ
た
が
、
四
八
年
一
月
、
資
材
・
設
備
の
不
足
に
よ
り
編
集
・
配
布
が
と
も
に
停
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
同

年
六
月
に
一
三
〇
万
冊
の
本
土
教
科
書
が
到
着
し
、
以
後
本
土
教
科
書
を
使
っ
て
教
育
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た

（
（1
（

。

　

ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
編
集
事
情
に
つ
い
て
は
、
吉
田
裕
久
『
占
領
下
沖
縄
・
奄
美
国
語
教
科
書
研
究

（
（1
（

』
に
詳
し
い
。

吉
田
は
、
四
群
島
の
ガ
リ
版
刷
り
「
国
語
」
教
科
書
を
可
能
な
限
り
収
集
し
て
分
析
す
る
作
業
を
通
じ
て
、
教
科
書
事

情
は
群
島
毎
に
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
吉
田
は
、
沖
縄
群
島
で
は
一
九
四
五
年
八
月
に
沖
縄
教
科
書

編
集
所
を
設
置
し
、
戦
前
の
教
師
を
中
心
と
し
た
沖
縄
人
を
編
集
担
当
者
と
し
て
招
集
し
て
編
纂
作
業
を
開
始
し
た
こ

と
、
四
六
年
に
入
る
と
宮
古
・
八
重
山
で
も
自
主
編
集
の
教
科
書
を
計
画
し
た
が
、
四
六
年
度
中
に
は
軍
政
府
文
教
部

の
指
示
に
よ
り
沖
縄
群
島
で
編
纂
さ
れ
た
教
科
書
を
両
群
島
で
も
増
刷
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
、
奄
美
は

当
初
墨
塗
り
教
科
書
乃
至
そ
の
残
存
教
材
を
ガ
リ
版
で
増
刷
し
た
が
、
四
七
年
秋
に
本
土
の
暫
定
教
科
書
の
密
輸
に
成

功
、
そ
れ
を
ガ
リ
版
増
刷
し
て
使
用
し
た
た
め
、
奄
美
独
自
の
教
科
書
は
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
論
証
し
た

（
（1
（

。

　

ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
編
集
方
針
は
、教
科
書
編
纂
の
趣
旨
及
び
全
十
項
目
か
ら
な
る
留
意
事
項
が
挙
げ
ら
れ
た「
初

等
学
校
教
科
書
編
纂
方
針
」（
一
九
四
六
年

（
（1
（

）
と
、
Ａ
～
Ｄ
の
四
項
目
か
ら
な
る
「
編
纂
方
針
の
具
体
化
」（
一
九
四
六

年
（
（2
（

）
に
示
さ
れ
た
。「
初
等
学
校
教
科
書
編
纂
方
針
」
に
は
、
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
教
科
書
の
特
徴
と
し
て
、「
臨
時
の

教
科
書
」、「
読
方
・
算
数
を
中
心
と
す
る
も
の
」、「
教
材
の
程
度
を
低
く
す
る
」
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
教
科
書
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の
内
容
に
関
し
て
は
、
主
に
「
新
沖
縄
建
設
に
邁
進
す
る
」「
沖
縄
の
向
上
を
図
る
」「
特
に
米
国
に
関
す
る
理
解
を
深

め
る
」「
科
学
的
教
材
を
多
く
す
る
」
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
た
。「
編
纂
方
針
の
具
体
化
」
の
う
ち
、
Ｃ
と
Ｄ
は
「
沖
縄
の

道
（
新
沖
縄
建
設
の
精
神
）」
に
関
す
る
項
目
で
あ
る
。
な
か
で
も
、「
Ｄ
．
沖
縄
の
道
（
新
沖
縄
建
設
の
精
神
）」
が

最
も
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る

（
（2
（

。
よ
っ
て
、
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
内
容
は
、
米
国
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
科
学
的

教
材
を
多
く
し
、
と
り
わ
け
「
沖
縄
の
道
」
を
重
視
し
た
も
の
だ
っ
た
と
言
え
る
。
な
お
、
教
科
書
編
集
課
長
で
あ
っ

た
仲
宗
根
政
善
は
、
教
科
書
の
編
集
に
つ
い
て
、「
①
日
本
的
な
教
材
は
絶
対
に
ダ
メ
、
②
軍
国
主
義
的
教
材
も
ダ
メ
、

③
超
国
家
主
義
的
な
教
材
も
ダ
メ
、基
本
原
則
は
こ
の
三
つ
で
し
た

（
（2
（

」と
回
想
し
て
い
る
が
、こ
の
点
に
関
し
て
は
、個
々

の
教
科
書
の
内
容
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
上
、
占
領
初
期
の
沖
縄
に
お
い
て
、
最
低
限
の
教
育
を
行
う
た
め
に
取
り
急
ぎ
作
成
さ
れ
た
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書

に
つ
い
て
述
べ
た
。
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
が
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
期
間
（
一
九
四
五
年
八
月
～
一
九
四
八
年
一
月
）

は
概
ね
八
・
四
制
が
布
か
れ
て
い
た
時
期
（
一
九
四
六
年
四
月
～
一
九
四
八
年
三
月
）
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、八
・

四
制
下
で
は
こ
の
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
が
正
規
の
教
科
書
だ
っ
た
と
言
え
る
。
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
は
、
そ
れ
が
作
成

さ
れ
た
経
緯
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
編
集
方
針
、
執
筆
者
、
米
軍
に
よ
る
指
示
等
が
分
か
る
史
料
等
が
断
片
的
で
、

教
科
書
の
現
物
が
現
存
し
な
い
も
の
も
多
く
、
そ
れ
自
体
を
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
八
・

四
制
下
の
正
規
の
教
科
書
と
し
て
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
を
検
証
す
る
た
め
、
①
沖
縄
文
教
部
・
沖
縄
民
政
府
の
文
教
部

で
発
行
さ
れ
、
沖
縄
群
島
の
学
校
に
配
給
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、
②
一
九
四
五
年
八
月
の
編
纂
作
業
開
始
か
ら
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八
・
四
制
が
終
焉
す
る
一
九
四
八
年
三
月
ま
で
に
発
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
、
③
児
童
生
徒
用
の
み
な
ら
ず
、

教
師
用
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
を
含
む
と
い
う
①
～
③
の
条
件
を
満
た
す
も
の
を
対
象
と
す
る
。
な
お
、
英
語
や
歴

史
な
ど
、
一
部
の
科
目
の
中
に
は
、
一
九
四
八
年
四
月
以
降
に
発
行
さ
れ
た
も
の
が
現
存
す
る（

（2
（

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
（
２
）
沖
縄
群
島
に
お
け
る
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
種
類
と
配
給
状
況

　

占
領
初
期
沖
縄
で
刊
行
さ
れ
た
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
及
び
そ
の
内
容
は
、
月
刊
沖
縄
社
編
『
激
動
の
沖
縄
百
年　

教

科
書
復
刻
版

（
（2
（

』
六
巻
や
、
琉
球
政
府
文
教
局
研
究
調
査
課
編
『
琉
球
史
料
』
第
三
集
教
育
編（

（2
（

で
そ
の
一
部
が
確
認
で
き

る
。
各
教
科
科
目
の
教
科
書
に
関
し
て
は
、「
国
語
」
は
吉
田
裕
久
『
占
領
下
沖
縄
・
奄
美
国
語
教
科
書
研
究

（
（2
（

』、
英
語

は
村
田
典
枝
「
戦
後
初
期
沖
縄
に
お
け
る
ガ
リ
版
刷
り
初
等
学
校
英
語
教
科
書
の
研
究

（
（2
（

」、
与
那
覇
恵
子
「
米
国
占
領

下
の
沖
縄
に
お
け
る
小
学
校
英
語
教
育
一
九
四
五
年
〜
一
九
五
三
年
：
ガ
リ
版
刷
り
小
学
校
英
語
教
科
書
に
焦
点
を
あ

て
て

（
（2
（

」、
歴
史
は
萩
原
真
美
「
占
領
初
期
沖
縄
に
お
け
る
歴
史
教
育
の
志
向
性
─
『
沖
縄
歴
史
参
考
資
料
』
を
手
が
か

り
に
─

（
（2
（

」
で
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、
現
物
は
限
ら
れ
て
お
り
、
未
発
掘
の
教
科
書
も
多
い
。

　
【
表
１
】
は
、
上
記
の
研
究
成
果
を
ふ
ま
え
、
筆
者
の
実
態
調
査
に
よ
り
現
存
が
確
認
で
き
た
沖
縄
群
島
で
発
行
さ

れ
た
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
に
つ
い
て
、
八
・
四
制
の
教
育
課
程
と
照
合
し
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る

（
（3
（

。
先
に
見
た
『
沖

縄
大
百
科
事
典
』
に
よ
る
と
、
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
刊
行
時
期
は
、
一
九
四
五
年
八
月
に
教
科
書
編
集
所
が
設
置
さ
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れ
て
か
ら
一
九
四
八
年
一
月
に
編
集
・
配
布
が
と
も
に
停
止
さ
れ
た
頃
と
考
え
ら
れ
る
。
だ
が
、
戦
後
那
覇
市
で
最
初

に
開
校
し
た
壺
屋
初
等
学
校
の
一
九
四
八
年
三
月
二
四
日
の
日
誌
に
は
、『
八
年
理
科
教
師
用
』
が
四
部
配
給
さ
れ
た

記
録
が
あ
り

（
（3
（

、
少
な
く
と
も
八
・
四
制
が
布
か
れ
て
い
た
一
九
四
八
年
三
月
ま
で
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
が
配
給
さ
れ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
時
期
ま
で
配
給
さ
れ
た
の
は
、
本
土
の
教
科
書
の
入
荷
時
期
が
確
定
し
て
お
ら
ず
、
新
年

度
に
向
け
て
最
低
限
の
教
材
を
揃
え
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
理
科
の
場
合
、
低
学
年
か
ら
順
次
教
師
用
の
教

科
書
を
作
成
・
配
給
し
て
き
た
経
緯
か
ら
、『
八
年
理
科
教
師
用
』
を
以
っ
て
全
学
年
分
の
教
師
用
の
教
科
書
が
揃
う

所
以
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
他
の
学
校
も
同
様
の
状
況
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
鑑
み
る
と
、

少
な
く
と
も
八
・
四
制
が
布
か
れ
て
い
た
一
九
四
六
年
四
月
か
ら
一
九
四
八
年
三
月
ま
で
は
、
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
が

正
規
の
教
科
書
と
さ
れ
た
と
言
え
る
。
現
時
点
で
は
、
六
・
三
・
三
制
が
導
入
さ
れ
た
一
九
四
八
年
四
月
か
ら
、
本
土
の

教
科
書
が
輸
入
さ
れ
た
同
年
六
月
ま
で
の
二
ヶ
月
間
に
お
け
る
教
科
書
配
給
状
況
は
確
認
で
き
な
い
。
だ
が
、
同
年
四

月
二
二
日
の
軍
民
連
絡
会
議
に
お
い
て
、
軍
政
府
側
か
ら
、「
日
本
で
教
科
書
が
印
刷
済
み
で
輸
送
さ
れ
ん
ば
か
り
で

あ
る
。
相
当
量
で
生
徒
が
銘
々
教
科
書
を
持
つ
こ
と
に
な
る

（
（3
（

」と
報
告
さ
れ
て
お
り
、間
も
な
く
本
土
の
教
科
書
が
入
っ

て
く
る
と
い
う
前
提
の
下
、
学
校
現
場
で
は
す
で
に
配
給
さ
れ
た
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
を
、
各
学
校
で
増
刷
す
る
な
ど

の
方
法
で
対
応
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　
【
表
１
】
を
見
る
と
、
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
ほ
と
ん
ど
が
初
等
学
校
用
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
高
等
学
校
の
も

の
は
、『
高
等
学
校
文
学
教
材　

二
』、『
漢
文
』、『
高
等
学
校
外
国
地
理
教
授
要
目
』
の
三
点
の
み
で
あ
る
。
現
存
す
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表紙に、「一九四七年　漢文　一年一組伊

波常雄」とあることから高1と判断。教員に

よる自作教材の可能性が高い。

表紙＋中表紙＋本文全33頁。教師用。同書

の翻刻が、金城唯恭編『新沖縄文化史』

（郷土誌研究会、1956年、1-19頁）に所収

表紙＋目次＋本文全30頁。
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る
教
科
書
の
科
目
は
、
人
文
科
の
読
方
（
高
等
学
校
は
文
学
）・
公
民
・
歴
史
・
地
理
、
理
数
科
の
算
数
・
理
科
、
芸

能
科
の
音
楽
、
体
錬
科
の
体
育
、
家
政
科
の
裁
縫
・
家
事
の
計
一
〇
科
目
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
、
読
方
の
教
科
書
が

圧
倒
的
に
多
く
、
初
等
学
校
に
関
し
て
は
全
学
年
の
も
の
が
あ
る
。
次
い
で
理
科
が
多
い
が
、
そ
の
多
く
が
教
師
用
で

あ
る
。『
激
動
の
沖
縄
百
年　

教
科
書
復
刻
版
』
や
『
琉
球
史
料
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
現
存
す
る
ガ
リ
版

刷
り
教
科
書
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
現
物
（
原
本
及
び
複
製
）
は
、
那
覇
市
歴

史
博
物
館
、
沖
縄
県
立
図
書
館
、
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
財
課
史
料
編
集
班
、
う
る
ま
市
歴
史
民
俗
資
料
館
、
琉
球
大
学

附
属
図
書
館
、
国
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
図
書
館
の
六
つ
の
機
関
で
確
認
で
き
た
。
そ
の
う
ち
最
も
多
く
所
蔵
さ
れ

て
い
る
の
が
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
で
あ
る
。
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
現
物
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
表
紙
や
目
次
を
含

め
、
欠
落
し
て
い
る
頁
が
あ
る
も
の
や
、
他
の
教
科
科
目
の
教
科
書
が
紛
れ
込
ん
で
い
る
も
の
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。

ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
は
出
来
上
が
っ
た
部
分
か
ら
配
給
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
各
学
校
で
教
科
書
自
体
を
製
本
し
た
た

め
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

実
際
に
学
校
に
配
給
さ
れ
た
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
が
確
認
で
き
る
数
少
な
い
史
料
と
し
て
、「
壺
屋
初
等
学
校
日
誌

（
（3
（

」

（
以
下
、「
日
誌
」）
及
び
「
一
九
四
六
年
一
月
以
降　

学
校
概
観　

壺
屋
校

（
（3
（

」（
以
下
、「
学
校
概
観
」）
が
あ
る
。
壺
屋

初
等
学
校
（
以
下
、
壺
屋
小
）
は
、
一
九
四
六
年
一
月
二
七
日
に
戦
後
最
初
に
那
覇
市
に
創
立
さ
れ
た
学
校
で
あ
る
。

壺
屋
地
区
は
、
戦
後
復
興
の
た
め
の
新
産
業
で
あ
る
陶
器
・
瓦
産
業
の
拠
点
で
、
そ
の
従
事
者
が
大
量
に
移
住
し
て
き

た
関
係
で
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
が
通
う
学
校
が
必
要
だ
っ
た
。
壺
屋
小
は
、
開
校
直
後
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
転
入
児
童
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が
い
る
状
態
で
、
児
童
数
は
日
増
し
に
増
え
た
。「
日
誌
」
及
び
「
学
校
概
観
」
に
は
、
そ
の
日
の
出
来
事
、
行
事
、

児
童
の
転
入
出
、
軍
政
府
か
ら
の
配
給
物
品
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
基
に
、
壺
屋
小
に
配
給
さ
れ
た
教
科
書

の
種
類
と
配
給
状
況
を
【
表
２
】
に
整
理
し
た
。【
表
１
】
同
様
、
八
・
四
制
の
教
育
課
程
と
照
合
さ
せ
、
各
科
目
の
学

年
毎
に
、
配
給
さ
れ
た
年
月
日
の
古
い
順
に
示
し
た
。
人
文
科
の
読
方
・
公
民
・
歴
史
・
地
理
・
英
語
、
理
数
科
の
算
数
・

理
科
、
芸
能
科
の
音
楽
、
体
育
科
の
体
錬
・
衛
生
、
生
産
科
の
農
業
、
家
政
科
の
裁
縫
・
家
事
の
計
一
三
科
目
の
教
科

書
が
配
給
さ
れ
て
お
り
、ほ
と
ん
ど
の
教
科
科
目
の
教
科
書
が
配
給
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
配
給
さ
れ
た
教
科
書
は
、

算
数
が
最
も
多
く
、
理
科
、
読
方
が
そ
れ
に
続
き
、
他
の
科
目
は
数
冊
ず
つ
で
あ
る
。
読
方
、
算
数
は
す
べ
て
の
学
年
、

理
科
は
第
一
学
年
以
外
の
す
べ
て
の
学
年
で
配
給
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
編
纂
方
針
に
示
さ
れ
た

「
読
方
・
算
数
を
中
心
と
す
る
も
の
」「
科
学
的
教
材
を
多
く
す
る
」
に
則
っ
た
結
果
と
言
え
よ
う
。
理
科
は
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
教
師
用
だ
が
、
現
物
も
同
様
で
あ
る
。【
表
１
】
の
と
お
り
、
現
物
は
読
方
が
最
も
多
く
、
算
数
は
初
等
学
校

第
二
学
年
と
第
三
学
年
の
現
存
が
確
認
で
き
た
に
す
ぎ
な
い
。
壺
屋
小
の
配
給
状
況
に
鑑
み
る
と
、
今
後
、
算
数
の
教

科
書
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。【
表
２
】
に
は
、
人
文
科
の
英
語
、
生
産
科
の
農
業
が
配
給
さ
れ
た
記

録
が
あ
る
が
、【
表
１
】
に
は
こ
れ
ら
の
教
科
書
の
編
集
・
刊
行
の
形
跡
が
見
ら
れ
な
い
。
村
田
は
、
初
等
学
校
の
英

語
の
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
は
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
〇
年
に
か
け
て
発
行
さ
れ
た
と
論
じ
て
い
る（

（3
（

が
、
壺
屋
小
の
配

給
記
録
と
齟
齬
が
あ
る
。
村
田
は
、
英
語
の
教
科
書
編
集
担
当
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
安
里
（
安
里
源
秀
─

引
用
者
）
が
作
成
し
た
講
習
会
用
の
教
材
を
印
刷
し
、
教
師
用
と
し
て
各
学
校
に
配
布
し
つ
づ
け
た
の
で
あ
ろ
う

（
（3
（

」
と
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推
察
し
て
い
る
よ
う
に
、
壺
屋
小
に
配
給
さ
れ
た
英
語
の
教
科
書
が
、
講
習
会
用
の
教
材
を
印
刷
し
た
も
の
で
あ
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、教
科
書
自
体
や
発
行
状
況
が
分
か
る
史
料
等
を
発
掘
し
て
い
く
な
か
で
、

明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
「
日
誌
」、「
学
校
概
観
」
の
記
載
事
項
か
ら
、い
く
つ
か
の
科
目
の
教
科
書
が
ま
と
め
て
配
給
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
頻
度
は
時
期
に
よ
っ
て
異
な
り
、
一
九
四
六
年
一
月
か
ら
七
月
及
び
九
月
は
、
少
な
い
月
で
月
に
一
回
、
多
い
月

は
四
回
配
給
さ
れ
た
。
同
年
八
月
及
び
一
〇
月
か
ら
一
九
四
七
年
一
月
ま
で
の
四
ヶ
月
間
は
配
給
が
な
く
、
同
年
二
月

に
配
給
さ
れ
た
。
そ
の
後
再
び
四
ヶ
月
間
配
給
が
な
く
、同
年
六
月
か
ら
一
二
月
ま
で
は
概
ね
月
に
一
回
の
ペ
ー
ス（
た

だ
し
九
月
は
三
回
）
と
な
り
、
一
九
四
八
年
に
入
る
と
二
月
、
三
月
に
一
回
ず
つ
配
給
さ
れ
、
以
後
配
給
の
記
録
は
見

ら
れ
な
い
。
各
教
科
科
目
の
配
給
状
況
に
つ
い
て
は
、
数
週
間
の
間
隔
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
数
ヶ
月
～
一
年
以
上
の
間

隔
の
も
の
が
あ
り
、
不
定
期
で
波
が
あ
っ
た
。

　
「
日
誌
」
や
「
学
校
概
観
」
に
は
正
確
な
教
科
書
名
の
記
載
が
な
く
、【
表
１
】
と
【
表
２
】
の
教
科
書
が
一
致
し
て

い
る
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、
文
教
部
で
編
集
・
刊
行
さ
れ
た
多
く
の
教
科
書
が
壺
屋
小
に
配
給
さ
れ
、
実
際
に
使
用

さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
発
行
部
（
冊
）
数
は
少
な
い
も
の
で
一
〜
数
冊
、多
い
も
の
で
二
百
冊
強
と
幅
が
あ
る
。

「
日
誌
」
に
は
開
校
初
期
の
一
九
四
六
年
一
月
二
九
日
か
ら
三
月
一
日
ま
で
の
学
年
別
出
席
児
童
数
の
記
録
が
あ
る
が
、

以
後
出
席
児
童
数
の
記
載
は
な
い
。
壺
屋
小
の
正
確
な
児
童
数
は
分
か
り
兼
ね
る
が
、
一
九
四
七
年
六
月
六
日
に
「
開

南
初
等
学
校
創
立
さ
れ
仝
校
へ
児
童
七
百
名
分
離

（
（3
（

」
と
あ
り
、
配
給
さ
れ
た
教
科
書
に
比
し
て
児
童
数
の
ほ
う
が
多
い
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こ
と
が
う
か
が
え
、
壺
屋
小
の
教
科
書
不
足
が
深
刻
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
な
お
、
当
時
は
紙
が
不
足
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
公
文
書
の
裏
面
に
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
が
印
刷
さ
れ
て
い
る
も
の
が
存
在
す
る

（
（3
（

。
ど
の
教
科
書
が
、
い
つ
発
行

さ
れ
て
い
た
か
を
知
る
上
で
も
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
だ
ろ
う
。

２
．
沖
縄
に
お
け
る
教
科
書
不
足
と
そ
の
対
応

　
（
１
）
沖
縄
人
連
盟
に
よ
る
沖
縄
教
育
へ
の
復
興
支
援

　

前
述
の
と
お
り
、
戦
後
沖
縄
の
教
科
書
不
足
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
す
る
沖
縄
民
政
府
の
対
応
に
つ
い
て
、

教
科
書
編
修
課
長
の
仲
宗
根
政
善
は
自
身
の
回
想（

（3
（

の
中
で
、
当
時
の
教
科
書
事
情
に
つ
い
て
、「
わ
ず
か
の
職
員
で
小

学
校
一
年
か
ら
高
等
学
校
ま
で
の
全
教
科
の
教
科
書
を
執
筆
し
て
、
ガ
リ
切
り
を
し
て
、
印
刷
し
て
全
学
童
児
童
に
配

る
と
い
う
の
は
絶
対
に
不
可
能
で
し
ょ
う
。
本
土
か
ら
入
れ
て
も
ら
い
た
い
と
、
わ
れ
わ
れ
、
と
く
に
編
修
課
職
員
が

要
求
し
た
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
な
か
な
か
入
れ
て
く
れ
な
い

（
（4
（

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
仲
宗
根
の
証
言
か
ら
、
沖
縄

側
の
教
科
書
編
集
担
当
者
が
直
接
軍
政
府
に
本
土
の
教
科
書
の
輸
入
を
要
望
す
る
な
ど
、
対
応
を
迫
っ
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
だ
が
、
沖
縄
の
教
科
書
不
足
を
憂
い
て
い
た
の
は
、
沖
縄
民
政
府
の
教
科
書
編
集
担
当
者
だ
け
で
は
な
い
。

一
九
四
五
年
一
一
月
に
結
成
さ
れ
た
沖
縄
人
連
盟（
以
下
、連
盟
）も
こ
の
問
題
に
高
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
。
連
盟
は
、

焦
土
と
化
し
た
郷
土
沖
縄
の
救
援
及
び
疎
開
者
や
引
揚
者
な
ど
本
土
在
住
沖
縄
出
身
者
の
生
活
援
護
を
目
的
と
し
て
結
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成
さ
れ
た
。
発
足
当
初
は
ほ
ん
ど
在
住
沖
縄
出
身
者
の
救
援
事
業
に
尽
力
し
た
が
、
沖
縄
出
身
者
の
帰
還
が
開
始
し
た

一
九
四
六
年
八
月
以
降
、
全
沖
縄
出
身
者
の
利
益
代
表
団
体
へ
と
そ
の
性
格
を
転
換
し
、「
六
五
，
〇
〇
〇
も
の
沖
縄

出
身
者
を
組
織
し

（
（4
（

」
た
。
連
盟
発
足
の
翌
月
で
あ
る
一
九
四
五
年
一
二
月
に
機
関
紙
『
自
由
沖
縄
』
を
刊
行
し
た
。『
自

由
沖
縄

（
（4
（

』
に
は
、
当
時
の
沖
縄
及
び
本
土
在
住
沖
縄
出
身
者
に
対
す
る
情
報
、
北
米
・
南
米
在
住
の
同
胞
ら
に
対
し
沖

縄
の
救
援
を
呼
び
か
け
る
記
事
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
戦
後
初
期
の
沖
縄
出
身
者
の
国
内
外
に
お
け
る
動
向
が
う

か
が
え
る
。

　
『
自
由
沖
縄
』
上
に
、
沖
縄
の
教
育
の
窮
状
に
関
し
て
最
初
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
一
九
四
六
年
八
月
五
日
刊
行
の

九
州
版
第
六
号
で
あ
る
。「
郷
里
で
目
下
欠
乏
し
て
ゐ
る
品
は
布
団
、
筵
、
鍋
、
釜
、
茶
碗
類
の
如
き
日
用
世
帯
道
具
、

硯
、
墨
、
等
、
ペ
ン
、
イ
ン
キ
、
紙
な
ど
の
文
房
具
、
書
籍
類
と
く
に
英
語
の
参
考
書
、
辞
書
、
煙
草
、
ミ
シ
ン
、
時
計
、

縫
糸
、
化
粧
品
、
ラ
ン
プ
、
茶
な
ど
で
あ
る
か
ら
帰
還
の
際
に
は
こ
れ
ら
の
物
品
を
携
帯
し
た
ほ
う
が
よ
い

（
（4
（

」
と
報
じ

ら
れ
た
。
次
い
で
九
州
版
第
七
号
・
八
号
合
併
号
に
は
、「
書
籍
は
何
物
も
一
冊
で
も
多
く
持
つ
こ
と
と
し
殊
に
英
語

辞
書
や
参
考
書
類
は
持
参
す
る
こ
と
な
ど
が
推
奨
さ
れ
た

（
（4
（

」
と
伝
え
ら
れ
た
。
同
年
一
一
月
一
五
日
連
盟
総
本
部
刊
行

の
『
自
由
沖
縄
』
第
一
〇
号
に
は
、
上
記
の
二
つ
の
記
事
を
ま
と
め
た
内
容
が
掲
載（

（4
（

さ
れ
、
以
後
連
盟
は
積
極
的
に
支

援
を
し
て
い
く
。
同
年
一
二
月
一
五
日
の
第
一
一
号
で
は
、
連
盟
会
長
伊
波
普
猷
が
出
版
社
に
対
し
、「
刊
行
さ
れ
た

書
籍
雑
誌
等
を
郷
里
沖
縄
の
人
々
に
送
り
、
精
神
的
糧
た
ら
し
め
、
同
時
に
奮
起
を
促
す
一
助
に
し
た
い
と
念
願
い
た

し
て
お
り
ま
す

（
（4
（

」と
訴
え
た
。一
九
四
七
年
一
月
二
五
日
の
第
一
二
号
で
は
、「
沖
縄
民
政
府
で
も
本
連
盟
に
要
請
が
あ
っ
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た
の
で
文
化
部
を
中
心
と
し
南
洋
群
島
引
揚
沖
縄
人
救
護
協
会
と
も
協
力
、
日
本
出
版
協
会
に
折
衝
の
結
果
六
万
冊
を

収
集
、
連
合
軍
最
高
司
令
部
に
積
出
陳
情
中
で
あ
る
…
（
中
略
）。
沖
縄
へ
の
慰
問
で
あ
る
か
ら
総
本
部
の
み
で
な
く
、

地
方
本
部
で
も
経
費
負
担
に
就
て
考
慮
す
べ
き
で
あ
ら
う

（
（4
（

」
と
報
じ
ら
れ
た
。

　

以
上
、『
自
由
沖
縄
』
上
の
教
育
支
援
に
関
す
る
記
事
を
見
た
が
、
連
盟
本
部
が
中
心
と
な
り
、
南
洋
群
島
引
揚
沖

縄
人
救
護
協
会
や
連
盟
地
方
本
部
に
も
協
力
を
仰
い
で
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
更
に
一
九
四
七
年
二
月
二
〇
日
の
第

一
三
号
に
は
、
沖
縄
人
連
盟
第
二
回
全
国
大
会
を
開
催
し
、
大
会
の
総
意
に
基
づ
き
、「
文
字
通
り
一
片
の
焦
土
と
化

し
た
沖
縄
の
復
興
は
当
然
日
本
政
府
の
負
担
に
お
い
て
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
の
見
地
か
ら
、
日
本
政
府
に
対
し
積

極
的
対
策
を
要
請
す
る
と
共
に
マ
司
令
部
に
対
し
て
も
促
進
援
助
方
を
陳
情
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
（4
（

」
と
報
じ
ら
れ
た
。

　
（
２
）
沖
縄
人
連
盟
に
よ
る
日
本
の
教
科
書
発
送
に
向
け
て
の
動
き

　

連
盟
は
、
書
籍
雑
誌
等
の
支
援
を
行
う
中
で
、
教
育
に
直
接
関
係
す
る
書
籍
を
沖
縄
へ
発
送
す
る
こ
と
を
検
討
し
て

い
く
。
こ
の
た
び
、
連
盟
が
沖
縄
の
教
育
に
直
接
関
係
す
る
本
土
の
書
籍
を
沖
縄
へ
発
送
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
史
料
と
し
て
、
一
九
四
七
年
四
月
二
六
日
に
行
わ
れ
た
「
沖
連
総
組
第
二
号
に
依
る
懇
談
会
」
の
資

料（
（4
（

を
発
掘
し
た
。
そ
れ
に
は
、
沖
縄
の
教
科
書
不
足
に
対
す
る
対
応
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

一
、
沖
縄
へ
寄
贈
す
べ
き
書
籍
等
に
関
す
る
こ
と

　
　
（
１
）　

教
員
に
対
し
教
授
資
料
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（
２
）　

医
学
書

　
　
（
３
）　

協
同
組
合
、
合
作
社
関
係
書
類

　
　
（
４
）　

終
戦
後
公
布
せ
る
法
令
解
説
書

　
　
（
５
）　

音
楽
文
化
関
係
及
ラ
ジ
オ
、
蓄
音
機
、
レ
コ
ー
ド

　
　
（
６
）　

文
化
関
係
及
児
童
関
係
書
籍

　
　
（
７
）　

印
刷
機
及
活
字
ニ
カ
ク
等
謄
写
版
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

　
　
（
８
）　

辞
書
ノ
件
（
手
書
き
で
加
筆
─
引
用
者
）

　
　
　
（
註
）
以
上
沖
縄
再
建
に
最
少マ

マ

限
度
必
要
な
る
も
の
に
限
定
す（

（5
（

　
「（
１
）
教
員
に
対
す
る
教
授
資
料
、（
６
）
文
化
関
係
及
児
童
関
係
書
籍
、（
８
）
辞
書
ノ
件
」
は
直
接
教
育
に
関
す

る
書
籍
で
あ
る
。「（
７
） 

印
刷
機
及
活
字
ニ
カ
ク
等
謄
写
版
、
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
」
も
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
等
の
作
成

に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、「（
４
）　

終
戦
後
公
布
せ
る
法
令
解
説
書
」
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
の
後
の
動
き
は
、
以
下
に
示
し
た
一
九
四
七
年
一
〇
月
一
〇
日
政
府
宛
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
覚
書
に

あ
る
、「
沖
縄
の
中
小
学
校
向
け
教
科
書
発
送
の
件

（
（5
（

」
か
ら
う
か
が
え
る
。

一
、
表
記
の
件
に
関
す
る
昭
和
二
十
二
年
六
月
二
十
六
日
附
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
宛
終
戦
連
絡
中
央

事
務
局
発
覚
書
第
四
九
五
二
号
参
照
の
こ
と
。
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二
、
日
本
で
編
纂
さ
れ
出
版
さ
れ
た
学
校
の
教
科
書
を
日
本
の
外
地
に
向
け
て
積
出
す
る
こ
と
は
日
本
の
中
小
学

校
用
に
現
存
す
る
か
か
る
教
科
書
の
限
ら
れ
た
在
庫
品
に
対
し
て
是
認
し
難
き
濫
費
を
す
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
そ
れ
故
沖
縄
人
連
盟
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
た
計
画
は
原
則
と
し
て
認
可
さ
れ
な
い

（
（5
（

。

　

上
記
の
こ
と
か
ら
、
一
九
四
七
年
四
月
二
六
日
の
「
沖
連
総
組
第
二
号
に
依
る
懇
談
会
」
を
経
て
同
年
六
月
二
六
日

ま
で
の
間
に
、
連
盟
が
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
し
て
沖
縄
へ
の
教
科
書
送
付
を
請
願
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

同
年
八
月
一
五
日
の
『
自
由
沖
縄
』
第
一
六
号
に
も
、
連
盟
と
し
て
「（
２
）
小
学
校
の
教
科
書
（
約
千
組
）
を
参
考

書
と
し
て
送
る
べ
く
計
画
し
、
只
今
「
終
連
」
の
好
意
に
よ
り
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｑ
に
手
続
中

（
（5
（

」
と
報
じ
ら
れ
た
。
だ
が
、
同

年
一
〇
月
一
〇
日
時
点
で
は
、
日
本
で
も
小
中
学
校
用
の
教
科
書
が
不
足
し
て
い
た
た
め
、
沖
縄
の
小
中
学
校
向
け
の

教
科
書
発
送
が
承
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
教
科
書
以
外
の
書
籍
は
連
盟
か
ら
沖
縄
へ
向
け
て
発
送
さ
れ
た
。
同
年

一
一
月
二
五
日
の
『
自
由
沖
縄
』
第
一
八
号
に
は
、
一
〇
月
一
〇
日
芝
浦
港
よ
り
沖
縄
へ
向
け
て
書
籍
雑
誌
約
五
万
冊

が
送
ら
れ
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
た

（
（5
（

。
ま
た
同
紙
に
は
、「
連
盟
文
化
部
で
は
十
月
上
旬
、
沖
縄
、
宮
古
、
八
重
山
各
民

政
府
あ
て
「
次
郎
物
語
」
八
十
冊
教
育
基
本
法
外
数
十
冊
を
夫
々
発
送
し
た

（
（5
（

」
と
あ
り
、
沖
縄
・
宮
古
・
八
重
山
の
各

民
政
府
は
同
年
一
一
月
中
に
は
連
盟
経
由
で
本
土
の
教
育
基
本
法
等
を
入
手
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う

に
、本
土
も
教
科
書
不
足
で
あ
り
、沖
縄
へ
日
本
の
教
科
書
を
発
送
す
る
計
画
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。
だ
が
、そ
の
三
ヶ

月
後
の
一
九
四
八
年
一
月
、
沖
縄
側
の
教
科
書
事
情
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
る
。
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（
３
）
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
発
行
中
止
と
六
・
三
・
三
制
の
導
入

　

沖
縄
民
政
府
文
教
部
や
連
盟
に
よ
る
、
本
土
の
教
科
書
を
沖
縄
へ
発
送
す
る
一
連
の
動
き
が
あ
る
一
方
、
沖
縄
側
で

は
教
科
書
不
足
が
続
く
中
、
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
編
集
作
業
が
続
け
ら
れ
た
。
だ
が
、
資
材
や
設
備
不
足
の
状
況
は
、

改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
深
刻
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
つ
い
に
、
一
九
四
八
年
一
月
二
日
『
う
る
ま
新
報
』
第
一
二
八
号

に
は
、「
学
童
生
徒
の
教
科
書
出
版
に
つ
い
て
は
民
政
府
文
教
部
で
い
ろ
い
ろ
と
策
を
練
つ
た
が
遂
に
如
何
と
も
手
の

施
し
よ
う
が
な
く
資
材
設
備
な
ど
の
関
係
か
ら
こ
れ
を
断
念
す
る
こ
と
ゝ
な
つ
た

（
（5
（

」
と
報
じ
ら
れ
、
ガ
リ
版
刷
り
教
科

書
は
発
行
中
止
へ
と
向
か
う
こ
と
に
な
る
。

　

一
月
二
日
の
報
道
以
降
、
一
気
に
六
・
三
・
三
制
実
施
に
向
け
て
の
動
き
が
加
速
す
る
。
報
道
か
ら
一
週
間
後
の
一
月

九
日
の
部
長
会
議
に
お
い
て
、山
城
は「
六
・
三
・
三
の
学
制
は
ご
了
承
を
願
ひ
た
い
。
来
る
四
月
か
ら
実
施
し
ま
す

（
（5
（

」と
、

六
・
三
・
三
制
導
入
に
向
け
て
の
強
い
意
気
込
み
を
見
せ
た
。
そ
の
一
週
間
後
の
一
月
一
六
日
、
学
制
改
革
の
趣
旨
を
徹

底
す
る
た
め
の
協
議
会
の
案
内
と
し
て
、文
教
第
二
十
五
号
「
学
制
改
革
六
・
三
・
三
制
実
施
に
つ
い
て

（
（5
（

」
が
出
さ
れ
た
。

そ
の
協
議
会
と
は
、「
一
月
一
九
日
か
ら
二
九
日
ま
で
の
間
、
沖
縄
島
を
一
四
の
地
域
に
分
け
、
文
教
部
の
委
員
が
出

向
い
て
制
度
の
説
明
を
す
る
も
の

（
（5
（

」
で
あ
る
。
沖
縄
民
政
府
は
協
議
会
の
開
催
中
で
あ
る
一
月
二
一
日
付
「
学
校
制
度

ノ
改
革
ニ
ツ
イ
テ
申
請

（
（6
（

」
に
よ
り
、
沖
縄
県
知
事
名
で
軍
政
府
に
学
制
改
革
の
許
可
を
得
る
申
請
を
行
っ
た
。
そ
れ
に

は
、
六
・
三
・
三
制
へ
の
変
更
理
由
と
し
て
、
以
下
の
五
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

一　

新
制
度
ハ
別
紙
ニ
示
ス
通
リ
経
費
ノ
削
減
ニ
ナ
ル
ノ
デ
新
年
度
ノ
予
算
節
減
ニ
適
応
ス
ル
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二　

十
三
才
、
十
四
才
、
十
五
才
ノ
生
徒
ヲ
中
等
学
校
ニ
ヒ
ト
マ
ト
メ
ニ
シ
テ
其
ノ
心
理
的
発
達
段
階
ニ
即
応
シ

教
育
効
果
ヲ
ア
ゲ
ル
コ
ト
ガ
出
来
ル

三　

中
等
学
校
ニ
於
テ
ハ
実
務
教
育
又
ハ
職
業
教
育
ノ
徹
底
ヲ
期
シ
テ
高
等
ノ
普
通
教
育
ヲ
施
シ
タ
イ

四　

中
等
学
校
ヲ
義
務
制
ニ
シ
テ
凡
テ
ノ
者
ニ
教
育
機
会
均
等
ヲ
ハ
カ
リ
タ
イ

五　

新
制
度
ハ
世
界
ノ
大
勢
デ
ア
ル
、
茲
ニ
特
別
ナ
ル
御
詮
議
ヲ
以
テ
新
制
度
ヲ
御
認
可
下
サ
ル
ヤ
ウ
ニ
請
願
致

シ
マ
ス（

（6
（

　

六
・
三
・
三
制
へ
変
更
す
る
理
由
と
し
て
、
第
一
に
経
費
の
削
減
が
挙
げ
ら
れ
た
。
他
の
理
由
と
し
て
、
十
三
才
か
ら

十
五
才
の
生
徒
を
中
等
学
校
に
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
義
務
制
と
す
る
こ
と
、
す
べ
て
の
者
に
教
育
機
会
均
等
を
図
る
こ

と
、
そ
の
教
育
内
容
は
実
務
教
育
又
は
職
業
教
育
と
し
、
高
等
の
普
通
教
育
を
施
し
た
い
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、

本
土
の
新
教
育
の
方
針
と
し
て
示
さ
れ
た
内
容
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
発
行
中
止
が
報
道
さ
れ
た
頃
を
境
に
、
沖
縄
群
島
で
は
六
・
三
・
三
制
導
入
に
向
け
て
の
動
き

が
加
速
化
し
て
い
っ
た
が
、
教
科
書
発
行
中
止
と
六
・
三
・
三
制
の
導
入
に
は
、
ど
の
よ
う
な
因
果
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ

か
。
そ
こ
で
、
一
九
四
八
年
八
月
刊
行
の
『
新
教
育
』
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
、「
新
学
制
六
・
三
・
三
を
語
る
─
山
城

文
教
部
長
と
一
問
一
答

（
（6
（

」
に
お
け
る
山
城
の
発
言
を
見
た
い
。
山
城
は
、
沖
縄
群
島
に
六
・
三
・
三
制
を
導
入
す
る
こ
と

に
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

　
　

さ
て
一
九
四
七
年
の
秋
で
あ
っ
た
、
い
よ
い
よ
民
政
府
の
行
政
費
は
民
政
府
自
体
で
支
弁
す
る
よ
う
予
告
さ
れ
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た
の
で
、
文
教
部
の
方
針
は
こ
ゝ
に
断
乎
と
し
て
新
制
度
採
用
に
決
定
し
た
の
で
あ
る
、（
中
略
）
行
政
部
面
で

民
政
府
の
半
分
に
近
い
予
算
を
占
め
る
文
教
部
と
し
て
は
常
に
財
政
問
題
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る（

（6
（

　

こ
の
発
言
か
ら
も
、予
算
削
減
が
六
・
三
・
三
制
導
入
の
大
き
な
理
由
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
四
七
年
秋
に
、

沖
縄
民
政
府
の
行
政
費
は
民
政
府
自
体
で
支
弁
す
る
よ
う
予
告
さ
れ
た
と
あ
る
が
、
そ
れ
は
同
年
九
月
一
六
日
の
軍
民

会
議
で
、「
来
年
度
か
ら
住
民
の
税
収
を
以
て
民
政
府
は
賄
ふ
様
に
と
の
指
令

（
（6
（

」
と
い
う
軍
政
府
か
ら
の
報
告
と
考
え

ら
れ
る
。
知
事
の
志
喜
屋
孝
信
は
そ
れ
を
受
け
、
同
年
一
一
月
二
四
日
、
軍
政
府
に
対
し
て
次
年
度
予
算
に
関
す
る
陳

情
を
行
っ
た
。
志
喜
屋
が
、「
教
育
費
ハ
戦
前
八
十
％
ハ
国
費
デ
ア
リ
マ
シ
タ
ガ
」
と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、軍
政
府
は
「
軍

政
府
ガマ

マ

日
本
デ
沖
縄
用
ノ
教
科
書
ハ
作
ラ
レ
テ
ヰ
ル
カ
ラ
之
レ
カ
ラ
モ
経
費
ハ
減
ズ
ル
ダ
ラ
ウ
」
と
回
答
し
た
の
で
あ

る
（
（6
（

。
２
で
論
じ
た
よ
う
に
、
同
年
一
〇
月
一
〇
日
の
時
点
で
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
日
本
の
教
科
書
を
沖
縄
に
送
る
と
い
う

連
盟
の
計
画
を
認
可
し
な
い
と
し
た
。
だ
が
、
そ
の
わ
ず
か
約
一
ヶ
月
後
の
一
一
月
二
四
日
、
軍
政
府
は
、
日
本
で
沖

縄
用
の
教
科
書
が
作
ら
れ
て
い
る
か
ら
経
費
が
削
減
で
き
る
だ
ろ
う
と
回
答
し
た
の
で
あ
る
。わ
ず
か
一
ヶ
月
の
間
に
、

連
盟
の
要
望
に
対
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
回
答
と
は
真
逆
の
状
況
に
な
っ
た
の
は
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
軍
政
府
の
間
で
何
ら
か
の
や
り

取
り
が
な
さ
れ
た
結
果
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
確
認
で
き
る
史
料
は
管
見
の
限
り
な
い
。
そ
の
約
一
ヶ
月

後
の
一
二
月
二
六
日
の
部
長
会
議
で
、
六
・
三
・
三
制
へ
の
学
制
改
革
の
こ
と
が
初
め
て
議
題
と
な
っ
た
。
文
教
部
長
山

城
篤
男
は
、「
学
制
改
革
を
や
り
た
い
…
（
中
略
）
六
・
三
・
三
・
四
の
制
度

（
（6
（

」
と
、
本
土
の
新
学
制
そ
の
も
の
を
提
案
し
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た
。
そ
の
一
週
間
後
の
一
九
四
七
年
一
月
二
日
に
は
、
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
発
行
中
止
が
報
道
さ
れ
、
同
月
二
一
日
、

沖
縄
民
政
府
と
し
て
六
・
三
・
三
制
へ
の
学
制
改
革
の
申
請
を
行
う
と
い
う
急
展
開
を
み
せ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
四
八
年
三
月
一
八
日
、
軍
政
府
は
上
記
の
申
請
に
対
し
て
、「
八
・
四
制
よ
り
六
・
三
・
三
制
へ
の
沖
縄
群
島
学
校

制
度
改
正
に
関
す
る
貴
申
請
は
之
を
認
可
す
る

（
（6
（

」
と
回
答
し
、
六
・
三
・
三
制
が
認
可
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
同
年
三
月

二
三
日
の
軍
民
連
絡
会
議
で
報
告
さ
れ
た
。
そ
の
会
議
上
で
、
志
喜
屋
知
事
は
軍
政
府
に
対
し
、「
学
制
改
革
を
情
報（

（6
（

に
載
せ
た
い
と
思
ひ
ま
す
か
ら
お
願
ひ
し
ま
す

（
（6
（

」
と
述
べ
た
。
学
制
改
革
の
報
告
は
、同
年
六
月
刊
行
の
『
情
報
』
に
、

軍
第
十
二
号「
六
・
三
・
三
制
学
制

（
（7
（

」と
し
て
掲
載
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
記
載
内
容
は
、以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

沖
縄
に
於
け
る
公
立
学
校
の
学
制
を
八
・
四
制
か
ら
六
・
三
・
三
制
に
変
更
す
る
案
は
軍
政
府
副
長
官
か
ら
認
可

さ
れ
た
、
全
公
立
学
校
で
使
用
す
る
教
科
書
は
げ
ん
に
六
・
三
・
三
制
を
実
施
し
て
い
る
日
本
か
ら
あ
お
い
で
い
る

た
め
に
日
本
に
し
た
が
つ
て
学
制
を
変
更
す
る
ほ
う
が
、
り
く
つ
に
あ
っ
た
、
い
き
か
た
で
あ
る
と
か
ん
が
え

た
、
け
つ
く
わ
で
あ
る
。
終
戦
後
、
日
本
調
査
の
た
め
に
も
う
け
ら
れ
た
合
衆
国
教
育
委
員
会
（T

he U
nited 

States A
dvisory Com

m
ittee on Education

）
も
六
・
三
・
三
制
の
採
用
を
す
す
め
て
い
る
。
こ
の
学
制
は
現

在
南
北
琉
球
に
お
い
て
も
、
も
ち
い
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
ん
ど
の
学
制
改
革
は
全
琉
球
列
島
を
つ
う
ず
る
制
度

の
統
一
と
い
う
点
に
も
役
立
つ
で
あ
ろ
う

（
（7
（

。

　

六
・
三
・
三
制
を
実
施
し
て
い
る
日
本
の
教
科
書
を
使
用
す
る
に
あ
た
り
、
学
制
を
変
更
す
る
ほ
う
が
合
理
的
だ
と
あ

る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
き
た
い
。
本
土
の
新
学
制
下
で
使
用
さ
れ
た
教
科
書
は
、
戦
前
の
教
科
書
や
ガ
リ
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版
刷
り
教
科
書
と
は
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
戦
前
の
教
科
書
や
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
が
教
え
る
内
容
を

規
定
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
土
の
新
教
科
書
は
、
教
え
る
内
容
は
細
か
く
規
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
い
か
に
教
え
る
か

を
示
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
沖
縄
で
本
土
の
新
教
科
書
を
使
用
し
て
教
育
を
行
う
に
は
、
教
育
制
度
も
六
・
三
・
三

制
に
変
更
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
結
果
的
に
本
土
の
教
科
書
を
採
択
す
る
こ
と
に
な
っ
た
沖
縄
に
と
っ
て
、
六
・
三
・
三

制
へ
の
学
制
変
更
は
必
然
で
あ
っ
た
。
六
・
三
・
三
制
採
択
後
間
も
な
い
一
九
四
八
年
四
月
二
二
日
の
軍
民
会
議
で
は
、

「
日
本
で
教
科
書
が
印
刷
済
み
で
輸
送
さ
れ
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
相
当
量
で
銘
々
教
科
書
を
持
つ
こ
と
に
な
る
。
教
科

書
は
六
・
三
・
三
の
制
度
に
准
じ
て
編
成
さ
れ
て
居
る
か
ら
全
琉
同
程
度
に
教
育
さ
れ
る
だ
ら
う

（
（7
（

」
と
、
日
本
の
教
科
書

が
発
送
さ
れ
る
準
備
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
同
年
六
月
一
一
日
に
約
一
三
〇
万
冊
の
日

本
の
教
科
書
が
沖
縄
に
輸
入
さ
れ
た
の
で
あ
る 

。

　

以
上
、
沖
縄
群
島
に
お
け
る
六
・
三
・
三
制
導
入
に
向
け
て
の
動
き
と
、
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
発
行
中
止
の
決
定
に
よ

る
本
土
の
教
科
書
を
沖
縄
へ
輸
入
す
る
動
き
を
み
た
。
文
教
部
は
、
軍
政
府
か
ら
の
予
算
削
減
の
指
令
に
対
し
、
志
喜

屋
が
軍
政
府
に
行
っ
た
陳
情
に
対
す
る
軍
政
府
か
ら
の
「
沖
縄
で
の
本
土
の
教
科
書
使
用
に
よ
る
予
算
削
減
」
と
い
う

回
答
を
受
け
、
六
・
三
・
三
制
を
提
案
し
た
。
そ
の
一
週
間
後
に
は
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
発
行
中
止
が
報
道
さ
れ
、
六
・

三
・
三
制
へ
の
学
制
改
革
の
申
請
・
認
可
を
経
て
、
一
九
四
七
年
四
月
、
六
・
三
・
三
制
の
導
入
に
至
っ
た
。
沖
縄
群
島

に
お
け
る
六
・
三
・
三
制
の
導
入
は
、
教
科
書
の
自
弁
か
ら
本
土
の
教
科
書
の
使
用
へ
と
大
転
換
し
た
、
沖
縄
群
島
の
教

科
書
事
情
と
密
接
に
か
か
わ
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
米
軍
に
よ
る
支
配
の
中
心
で
あ
っ
た
沖
縄
群
島
に
お
け
る
六
・
三
・
三
制
の
導
入
と
教
科
書
事
情
の
関
連

性
に
つ
い
て
検
証
し
た
。
米
軍
政
府
は
当
初
、
対
沖
縄
教
育
占
領
政
策
方
針
に
基
づ
き
、
沖
縄
独
自
の
教
科
書
で
あ
る

ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の
作
成
、
八
・
四
制
の
導
入
、
沖
縄
独
自
の
教
育
課
程
に
基
づ
く
教
育
の
実
施
等
、
本
土
と
は
一

線
を
画
す
教
育
政
策
を
実
施
し
て
い
た
。
と
り
わ
け
沖
縄
群
島
で
は
、
教
育
に
必
要
と
さ
れ
る
最
低
限
の
も
の
が
揃
わ

ず
、
紙
、
イ
ン
ク
、
印
刷
機
な
ど
資
材
や
機
材
が
不
足
す
る
中
、
せ
め
て
教
科
書
だ
け
で
も
、
と
い
う
思
い
か
ら
、
ガ

リ
版
刷
り
教
科
書
の
編
纂
作
業
が
粛
々
と
進
め
ら
れ
た
。
一
方
、一
九
四
六
年
八
月
沖
縄
に
お
け
る
教
育
の
窮
状
が『
自

由
沖
縄
』
の
紙
面
上
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
連
盟
を
中
心
に
郷
土
救
援
の
た
め
に
書
籍
・
参
考
資
料
を

発
送
す
る
動
き
が
起
こ
っ
た
。
一
九
四
七
年
に
入
る
と
、
連
盟
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
し
て
本
土
の
小
中
学
校
の
教
科
書
を
沖

縄
へ
送
る
陳
情
を
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
働
き
か
け
た
。
結
果
的
に
連
盟
に
よ
る
日
本
の
教
科
書
発
送
の
計
画
は
失
敗

に
終
わ
っ
た
が
、
沖
縄
群
島
に
お
け
る
六
・
三
・
三
制
の
導
入
に
あ
た
り
、
連
盟
の
一
連
の
動
き
の
中
で
沖
縄
へ
本
土
の

教
育
基
本
法
等
が
発
送
さ
れ
た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
事
態
は
急
転
す
る
。
連
盟
の
計
画
が

失
敗
に
終
わ
っ
た
翌
月
の
一
一
月
二
四
日
、
志
喜
屋
知
事
が
軍
政
府
に
行
っ
た
陳
情
に
対
す
る
回
答
か
ら
、「
本
土
の

教
科
書
導
入
に
よ
る
予
算
削
減
」
と
い
う
軍
政
府
の
意
向
を
知
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
、
山
城
は
一
ヶ
月
後
の
軍
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民
会
議
で
六
・
三
・
三
制
の
導
入
を
提
案
し
た
。
そ
の
わ
ず
か
一
週
間
後
の
一
九
四
八
年
一
月
二
日
、
ガ
リ
版
刷
り
教
科

書
の
発
行
中
止
が
報
道
さ
れ
、
以
後
、
六
・
三
・
三
制
導
入
に
向
け
て
の
動
き
が
加
速
化
し
た
。
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
の

代
替
と
し
て
本
土
の
教
科
書
が
輸
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
教
育
を
行
う
必
要
性
か
ら
、
一
九
四
七

年
四
月
、
沖
縄
群
島
に
お
い
て
六
・
三
・
三
制
が
導
入
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　

沖
縄
民
政
府
文
教
部
は
、
軍
政
府
の
「
本
土
の
教
科
書
導
入
に
よ
る
予
算
削
減
」
と
い
う
意
向
や
、
ガ
リ
版
刷
り
教

科
書
の
発
行
中
止
の
決
定
を
、
ま
た
と
な
い
「
好
機
」
と
と
ら
え
、
六
・
三
・
三
制
を
導
入
す
べ
く
、
迅
速
な
動
き
を
み

せ
た
。
山
城
が
、「
六
・
三
・
三
制
の
採
択
を
あ
く
ま
で
財
政
上
の
理
由
と
し
て
い
る

（
（7
（

」
の
は
、「
予
算
削
減
」
と
い
う
軍

政
府
の
意
向
に
応
え
る
形
で
事
を
運
ん
だ
経
緯
に
よ
る
と
言
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
山
城
は
新
制
度
で
あ
る
六
・
三
・
三

制
の
長
所
に
つ
い
て
、「
米
国
の
大
部
分
及
び
日
本
と
共
通
の
制
度
を
持
つ
こ
と
は
多
大
の
利
便
が
あ
ろ
う
と
思
う
。

現
に
日
本
よ
り
取
り
寄
せ
ら
れ
た
教
科
書
も
そ
う
で
あ
る

（
（7
（

」と
発
言
し
て
い
る
。
山
城
の
発
言
や
、沖
縄
群
島
の
六
・
三
・

三
制
導
入
に
お
け
る
一
連
の
動
き
か
ら
、
本
土
の
教
科
書
や
教
育
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
本
土
と
の
結
び
つ
き
を
保

持
し
た
い
と
い
う
「
本
土
並
み
」
志
向
が
看
て
取
れ
る
。
ま
た
、
一
度
却
下
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
終
的
に
沖

縄
群
島
に
お
い
て
本
土
の
教
科
書
の
輸
入
が
実
現
し
た
の
は
、
文
教
部
に
よ
る
軍
政
府
へ
の
継
続
的
な
働
き
か
け
や
、

連
盟
に
よ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
及
び
日
本
政
府
に
対
す
る
教
科
書
発
送
の
請
願
と
い
う
下
地
が
あ
っ
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と

言
え
よ
う
。

　

連
盟
が
沖
縄
へ
向
け
て
本
土
の
書
籍
・
教
科
書
等
の
発
送
に
尽
力
し
た
背
後
に
は
、
郷
土
沖
縄
の
復
興
と
い
う
強
い
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思
い
が
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
思
い
は
、
米
軍
政
下
で
消
極
的
に
な
っ
て
い
た
沖
縄
民
政
府
側
を
牽
引
し

て
い
た
か
に
も
見
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
連
盟
に
代
表
さ
れ
る
、
本
土
在
住
沖
縄
出
身
者
の
沖
縄
復
興
へ
の
思
い
は
、
ど

の
よ
う
な
志
向
性
に
根
差
さ
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
戸
邉
秀
明
は
、「「
沖
縄
人
」
の
ま
ま
で
日
本
国
民
へ
と
結
合

し
、
隣
人
で
あ
る
日
本
人
と
と
も
に
人
権
と
平
和
を
獲
得
し
た
い
と
の
展
望
が
あ
る

（
（7
（

」
こ
と
が
、
沖
縄
人
連
盟
以
来
の

本
土
在
住
沖
縄
出
身
者
の
志
向
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
十
分
検
討
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、本
稿
で
は
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、沖
縄
群
島
以
外
の
各
群
島
に
お
け
る
六
・
三
・

三
制
導
入
に
至
る
経
緯
と
教
科
書
事
情
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

付
記　

本
稿
の
執
筆
に
あ
た
り
、
仲
原
善
忠
の
ご
遺
族
で
あ
る
仲
原
正
一
氏
に
は
多
大
な
ご
厚
情
を
賜
っ
た
。
末
筆
と

な
る
が
、
こ
こ
に
記
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

【
註
】

（
1
）
本
稿
に
お
け
る
沖
縄
と
は
、
一
九
四
五
年
四
月
以
降
、
奄
美
群
島
、
沖
縄
群
島
、
宮
古
群
島
、
八
重
山
群
島
に
分
立
し
て
米
軍

政
府
の
直
接
占
領
下
と
な
っ
た
四
群
島
を
指
す
。
各
群
島
に
は
そ
れ
ぞ
れ
米
軍
政
府
が
お
か
れ
、
そ
の
傘
下
に
各
群
島
の
行
政

執
行
機
関
が
お
か
れ
た
。
そ
の
中
心
が
沖
縄
群
島
で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
本
稿
で
沖
縄
と
い
う
場
合
、
特
に
断
り
が
な
い
限
り
四

群
島
す
べ
て
を
指
す
。
な
お
、
沖
縄
群
島
に
限
定
さ
れ
る
事
柄
に
関
し
て
は
沖
縄
群
島
と
明
記
す
る
が
、
他
の
群
島
は
奄
美
、
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宮
古
、
八
重
山
の
よ
う
に
記
す
。

（
2
）
沖
縄
諮
詢
委
員
会
と
い
う
言
い
方
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
「
諮
詢
会
」
で
統
一
す
る
。

（
3
）
川
満
彰
「
沖
縄
本
島
に
お
け
る
米
軍
占
領
下
初
の
学
校
「
高
江
洲
小
学
校
」
─
米
軍
占
領
下
初
の
学
校
設
立
の
再
興
と
そ
の
教

員
と
子
ど
も
た
ち
」『
地
域
研
究
』
№
７
、
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
、
二
〇
一
〇
年
、
四
七
‐
六
〇
頁
。

（
4
）
沖
縄
の
八
・
四
制
導
入
の
理
由
を
論
証
し
た
研
究
は
管
見
の
限
り
な
く
、
そ
れ
が
う
か
が
え
る
史
料
も
限
定
的
で
あ
る
。
米

軍
側
の
八
・
四
制
導
入
に
対
す
る
見
解
は
、
一
九
四
六
年
一
月
二
日
付
米
海
軍
政
府
指
令
第
八
六
号
「
沖
縄
の
教
育
制
度
」

（"O
kinaw

a Educational System
", D

IRECT
IV

E N
U

M
BER 86,H

EA
D

Q
U

A
T

ERS U
.S.N

A
V

A
L M

ILIT
A

RY
 

GO
BERN

M
EN

T
 O

K
IN

A
W

A
,2/1/1946,pp1-3

（
ワ
ト
キ
ン
ス
文
書
刊
行
会
編
『
沖
縄
戦
後
初
期
占
領
史
料
』
第
二
九

巻
、
緑
林
堂
書
店
、
一
九
九
四
年
所
収
、
一
八
〇
‐
一
八
二
頁
）
に
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
は
、「
現
在
検
討
中
の
教
育
課
程

は
、
六
歳
か
ら
一
四
歳
の
す
べ
て
の
児
童
に
八
ヶ
年
の
小
学
校
教
育
を
提
供
す
る
も
の
で
、
学
校
の
設
備
が
整
っ
た
ら
義
務
的

に
し
て
い
く
」（
一
八
〇
頁
）
と
あ
る
。
沖
縄
側
の
八
・
四
制
導
入
に
対
す
る
見
解
は
、
川
畑
篤
郎
「
戦
後
沖
縄
の
教
育
状
況
」

一
九
四
六
年
八
月
記
述
（「
沖
縄
師
範
学
校
か
ら
の
報
告
等　

自
昭
和
二
〇
年
六
月
至
二
一
年
一
一
月
」
所
収
、
国
立
公
文
書

館
所
蔵
）
に
み
ら
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
従
来
の
国
民
学
校
を
初
等
学
校
と
改
称
し
、
八
ヶ
年
の
義
務
教
育
、
そ
し
て
こ
れ
に
幼

稚
園
を
附
設
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
た
こ
と
、
従
来
の
中
学
校
・
高
等
女
学
校
は
男
女
共
学
の
四
年
制
と
し
、
こ
れ
を
高
等
学

校
と
改
称
し
た
と
あ
る
。
八
・
四
制
導
入
の
理
由
や
そ
の
経
緯
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
戦
後
沖
縄
教
育
史
研
究
に
お
け
る

大
き
な
課
題
で
あ
る
。
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（
5
）
沖
縄
の
六
・
三
・
三
制
は
、
本
土
と
は
違
い
、
必
ず
し
も
学
校
教
育
法
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
教
育
基
本
法
や
学
校

教
育
法
に
相
当
す
る
沖
縄
の
教
育
法
令
は
、
本
土
の
そ
れ
が
部
分
的
に
修
正
さ
れ
た
上
で
導
入
さ
れ
た
。
最
も
早
か
っ
た
の
が

宮
古
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
（
一
九
四
八
年
四
月
一
日
公
布
）、
次
い
で
八
重
山
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
（
一
九
四
九

年
四
月
一
日
公
布
）、
奄
美
教
育
基
本
法
・
学
校
教
育
法
（
一
九
四
九
年
五
月
一
六
日
公
布
）、
最
後
が
沖
縄
教
育
基
本
条
例
・

学
校
教
育
条
例
（
一
九
五
一
年
三
月
三
一
日
公
布
）
で
あ
る
。

（
6
）
三
羽
光
彦
『
六
・
三
・
三
制
の
成
立
』
法
律
文
化
社
、
一
九
九
九
年
。

（
7
）
小
林
文
人
「
教
育
基
本
法
と
沖
縄
─
社
会
教
育
と
の
関
連
を
ふ
く
め
て
」『
教
育
学
研
究
』
第
六
五
巻
第
四
号
、
一
九
九
八
年
、

六
二
‐
七
〇
頁
。

（
8
）
同
上
、
六
四
頁
。

（
9
）
同
上
、
六
四
頁
。

（
10
）
佐
久
間
正
夫
「
戦
後
占
領
初
期
の
沖
縄
に
お
け
る
教
育
改
革
に
関
す
る
研
究
（
１
）
─
宮
古
教
育
基
本
法
と
教
科
書
編
集
事
情

を
中
心
に
─
」『
琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
八
二
集
、
二
〇
一
三
年
、
一
九
七
‐
二
〇
九
頁
。

（
11
）
三
羽
光
彦
「
戦
後
初
期
奄
美
地
域
に
お
け
る
新
制
高
等
学
校
創
設
に
関
す
る
一
考
察
─
青
年
学
校
の
町
村
立
実
業
高
等
学
校
へ

の
改
革
に
着
目
し
て
─
」『
中
等
教
育
史
研
究
』
第
二
一
号
、
二
〇
一
四
年
、
四
一
‐
六
四
頁
。

（
12
）
萩
原
真
美
「
占
領
下
沖
縄
に
お
け
る
社
会
科
の
誕
生
」『
人
間
文
化
創
成
科
学
論
叢
』
第
一
六
巻
、
二
〇
一
四
年
、
一
六
七
‐

一
七
五
頁
。
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（
13
）
こ
れ
に
関
し
て
は
、冨
山
一
郎
『
近
代
沖
縄
人
社
会
と
「
沖
縄
人
」
─
「
日
本
人
」
に
な
る
と
い
う
こ
と
─
』（
日
本
経
済
評
論
社
、

一
九
九
〇
年
）、
戸
邉
秀
明
「
越
境
者
た
ち
の
復
帰
運
動
─
一
九
五
〇
年
代
前
半
に
お
け
る
在
日
日
本
沖
縄
人
学
生
の
組
織
と

意
識
」（『
沖
縄
文
化
研
究
』
38
、
法
政
大
学
沖
縄
文
化
研
究
所
、
二
〇
一
二
年
、
四
三
五
‐
五
〇
八
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
14
）
沖
縄
大
百
科
事
典
刊
行
事
務
局
編
『
沖
縄
大
百
科
事
典
』
上
巻
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
三
年
。

（
15
）「
初
等
学
校
教
科
書
編
纂
方
針
」
の
留
意
事
項
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
文
章
の
一
部
。

（
16
）
沖
縄
大
百
科
事
典
刊
行
事
務
局
編
前
掲
書
、
七
七
七
頁
。

（
17
）
吉
田
裕
久
『
占
領
下
沖
縄
・
奄
美
国
語
教
科
書
研
究
』
風
間
書
房
、
二
〇
一
〇
年
。

（
18
）
同
上
。

（
19
）琉
球
政
府
文
教
局
研
究
調
査
課
編『
琉
球
史
料
』第
三
集
教
育
編
、琉
球
政
府
文
教
局
、一
九
五
八
年
所
収
、二
四
六
‐
二
四
七
頁
。

（
20
）
同
上
所
収
、
二
四
七
頁
。

（
21
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
萩
原
真
美
「
占
領
初
期
沖
縄
に
お
け
る
歴
史
教
育
の
志
向
性
─
『
沖
縄
歴
史
参
考
資
料
』
を
手
が
か
り
に

─
」（『
日
本
の
教
育
史
学
』
第
五
八
集
、
二
〇
一
五
年
、
五
八
‐
七
〇
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）
新
崎
盛
暉
編
『
沖
縄
現
代
史
へ
の
証
言
』
下
、
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
、
一
九
八
二
年
、
一
八
四
頁
。

（
23
）
村
田
典
枝
「
戦
後
初
期
沖
縄
に
お
け
る
ガ
リ
版
刷
り
初
等
学
校
英
語
教
科
書
の
研
究
」（『
日
本
英
語
教
育
史
研
究
』（
27
）、

二
〇
一
二
年
、
五
一
‐
七
九
頁
）
は
、
英
語
の
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
は
他
の
教
科
と
違
い
、
一
九
四
九
年
か
ら
一
九
五
〇
年
に

か
け
て
発
行
さ
れ
た
と
論
じ
て
い
る
。
歴
史
に
関
し
て
は
、【
表
１
】
に
掲
載
し
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
、
沖
縄
文
教
部
編
『
沖
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縄
歴
史
』（
沖
縄
文
教
部
、
発
行
年
月
不
明
）
が
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
本
書
が
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
と
認
識
さ
れ
て
お
り
、

月
刊
沖
縄
社
編
『
激
動
の
沖
縄
百
年　

教
科
書
復
刻
版
』
六
巻
（
月
刊
沖
縄
社
、
一
九
八
一
年
）
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
そ
の
序
文
に
「
二
．
本
書
は
社
会
科
の
参
考
資
料
と
し
て
中
学
生
向
き
に
書
か
れ
た
も
の
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
沖
縄

に
お
け
る
社
会
科
成
立
後
、
す
な
わ
ち
、
一
九
四
八
年
四
月
以
降
に
刊
行
さ
れ
た
と
判
断
で
き
る
。
よ
っ
て
、【
表
１
】
か
ら

は
外
し
た
。
沖
縄
文
教
部
編
『
沖
縄
歴
史
』
に
つ
い
て
は
、
そ
の
序
文
に
「
社
会
科
の
参
考
資
料
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
ガ
リ

版
刷
り
教
科
書
か
ど
う
か
を
含
め
、
再
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
24
）
月
刊
沖
縄
社
編
前
掲
書
。

（
25
）
琉
球
政
府
文
教
局
研
究
調
査
課
編
前
掲
書
。

（
26
）
吉
田
裕
久
前
掲
書
。

（
27
）
村
田
典
枝
前
掲
論
文
。

（
28
）
与
那
覇
恵
子
「
米
国
占
領
下
の
沖
縄
に
お
け
る
小
学
校
英
語
教
育
一
九
四
五
年
〜
一
九
五
三
年
：
ガ
リ
版
刷
り
小
学
校
英
語
教

科
書
に
焦
点
を
あ
て
て
」『
名
桜
大
学
総
合
研
究
』
第
二
五
号
、
二
〇
一
六
年
、
四
三
‐
五
三
頁
。

（
29
）
萩
原
真
美
前
掲
論
文
（「
占
領
初
期
沖
縄
に
お
け
る
歴
史
教
育
の
志
向
性
─
『
沖
縄
歴
史
参
考
資
料
』
を
手
が
か
り
に
─
」）。

（
30
）
藤
澤
健
一
編
著
『『
文
教
時
報
』
解
説
・
総
目
次
・
索
引
』（
不
二
出
版
、
二
〇
一
七
年
）
に
は
、「
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
ほ
か
」

と
し
て
、
現
存
す
る
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
等
（
た
だ
し
、
公
共
機
関
に
所
蔵
さ
れ
、
閲
覧
可
能
な
も
の
に
限
定
）
の
教
科
書
名

及
び
所
蔵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
五
‐
一
〇
九
頁
）。
筆
者
は
そ
の
部
分
に
関
し
て
編
集
協
力
を
行
っ
た
。
本
稿
【
表
１
】
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に
掲
載
し
た
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
は
、
八
・
四
制
下
の
沖
縄
群
島
で
刊
行
・
使
用
さ
れ
、
教
師
用
と
し
て
発
行
さ
れ
た
も
の
も

対
象
と
し
た
た
め
、
一
般
的
な
教
科
書
の
形
態
で
は
な
い
も
の
も
含
ん
で
い
る
。
よ
っ
て
、「
ガ
リ
版
刷
り
教
科
書
ほ
か
」
の

分
類
と
は
一
致
し
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。

（
31
）
那
覇
教
育
史
研
究
所
編
『
壺
屋
初
等
学
校
日
誌
（
一
九
四
七
年
）』
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
、
二
八
六
頁
。

（
32
）「
教
科
書
来
る　

百
三
十
万
冊
」『
う
る
ま
新
報
』
第
一
五
一
号
、
一
九
四
八
年
六
月
一
一
日
。

（
33
）
那
覇
教
育
史
研
究
所
編
『
壺
屋
初
等
学
校
日
誌
（
一
九
四
六
年
）』（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
、
二
〇
〇
四
年
）、
那
覇
教
育
史

研
究
所
編
『
壺
屋
初
等
学
校
日
誌
（
一
九
四
七
年
）』（
沖
縄
大
学
地
域
研
究
所
、
二
〇
〇
六
年
）
に
所
収
。

（
34
）「
一
九
四
六
年
一
月
以
降　

学
校
概
観　

壺
屋
校
」（
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
）。

（
35
）
村
田
典
枝
前
掲
論
文
、
七
二
頁
。

（
36
）
村
田
典
枝
前
掲
論
文
、
六
一
頁
。

（
37
）
吉
田
裕
久
前
掲
書
、
二
六
一
頁
。

（
38
）
納
富
香
織
・
小
野
ま
さ
子
「〈
史
料
紹
介
〉「
一
九
四
七
年
四
月
以
降　

受
領
公
文
書
綴
」
に
つ
い
て
」（『
沖
縄
史
料
編
集
紀
要
』

第
四
〇
号
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
二
〇
一
七
年
、
八
九
‐
一
〇
六
頁
）
に
は
、
公
文
書
の
裏
面
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
ガ
リ
版

刷
り
教
科
書
の
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
藤
澤
健
一
は
、
上
記
の
事
実
に
加
え
、
公
文
書
の
裏
面
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
教
科

書
の
断
片
が
、琉
球
政
府
文
教
局
研
究
調
査
課
『
教
育
資
料　

一
九
五
二
年
前
後
』（
沖
縄
県
立
公
文
書
館
所
蔵
、資
料
コ
ー
ド
：

0000079095　

R00000448B

）
に
も
み
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
（
藤
澤
健
一
編
著
前
掲
書
、
九
七
頁
）。
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（
39
）
新
崎
盛
暉
編
前
掲
書
、
一
七
七
‐
二
〇
三
頁
。

（
40
）
同
上
、
一
九
二
頁
。

（
41
）
冨
山
一
郎
前
掲
書
、
二
五
一
頁
。

（
42
）『
自
由
沖
縄
』
は
一
九
四
五
年
一
二
月
六
日
に
第
一
号
が
発
行
さ
れ
、
第
三
三
号
（
一
九
四
九
年
一
月
三
〇
日
発
行
）
ま
で
発

行
さ
れ
た
。
沖
縄
人
連
盟
本
部
で
発
行
さ
れ
た
も
の
以
外
に
、
九
州
版
（
第
一
号
（
一
九
四
六
年
六
月
一
五
日
）
～
第
一
〇
・

第
一
一
号
（
一
九
四
六
年
一
一
月
一
五
日
）、
関
西
版
（
何
号
ま
で
発
行
さ
れ
た
か
不
明
）
が
あ
る
。

（
43
）「
郷
土
で
欠
乏
の
品
々
」『
自
由
沖
縄
』
九
州
版
第
一
〇
号
、
一
九
四
六
年
一
一
月
一
五
日

（
44
）「
書
籍
は
た
く
さ
ん
持
参
せ
よ
」『
自
由
沖
縄
』
九
州
版
第
七
号
・
八
号
合
併
号
、
一
九
四
六
年
八
月
二
五
日
。

（
45
）「
沖
縄
情
報
」『
自
由
沖
縄
』
第
一
〇
号
、
一
九
四
六
年
一
一
月
一
五
日
。

（
46
）「
灰
墟
沖
縄
へ
図
書
を
!!
出
版
界
の
義
学
を
懇
請
」『
自
由
沖
縄
』
第
一
一
号
、
一
九
四
六
年
一
二
月
一
五
日
。

（
47
）「
疎
開
学
童
の
救
護
対
策
や
郷
里
機
関
車
の
輸
送
完
了　

輝
く
連
盟
一
年
の
足
跡
」『
自
由
沖
縄
』
第
一
二
号
、
一
九
四
七
年
一

月
二
五
日
。

（
48
）「
日
本
政
府
の
道
義
心
で
沖
縄
の
復
興
を
は
か
れ　

連
合
軍
と
政
府
へ
陳
情
書
」『
自
由
沖
縄
』
第
一
三
号
、
一
九
四
七
年
二
月

二
〇
日
。

（
49
）「
沖
連
総
組
第
二
号
に
依
る
懇
談
会
」
昭
和
二
二
年
四
月
二
六
日
（
仲
原
善
忠
遺
族
家
所
蔵
）。

（
50
）
同
上
、
一
頁
。
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（
51
）
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
覚
書
「
沖
縄
の
中
小
学
校
向
け
教
科
書
発
送
の
件
」
一
九
四
七
年
一
〇
月
一
〇
日
（
石
川
謙

『
近
代
日
本
教
育
制
度
史
料
』
第
二
五
巻
、
大
日
本
雄
弁
講
談
社
、
一
九
五
八
年
所
収
、
三
三
八
頁
）。

（
52
）
同
上
、
三
三
八
頁
。

（
53
）「
沖
縄
文
化
協
会
設
立
」『
自
由
沖
縄
』
第
一
六
号
、
一
九
四
七
年
八
月
一
五
日
。

（
54
）「
書
籍
五
万
冊
発
送
」『
自
由
沖
縄
』
第
一
八
号
、
一
九
四
七
年
一
一
月
二
五
日
。

（
55
）「
沖
縄
へ
書
籍
発
行
」『
自
由
沖
縄
』
第
一
八
号
、
一
九
四
七
年
一
一
月
二
五
日
。

（
56
）「
教
科
書
出
版　

遂
に
断
念
」『
う
る
ま
新
報
』
第
一
二
八
号
、
一
九
四
八
年
一
月
二
日
。

（
57
）
同
上
、
五
七
九
頁
。

（
58
）
文
教
第
二
十
五
号
「
学
制
改
革
六
・
三
・
三
制
実
施
に
つ
い
て
」
一
九
四
八
年
一
月
一
六
日
（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
編
『
沖
縄
の

戦
後
教
育
史
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
七
七
年
所
収
、
三
四
‐
三
五
頁
）。

（
59
）
萩
原
真
美
前
掲
論
文
（「
占
領
下
沖
縄
に
お
け
る
社
会
科
の
誕
生
」）、
一
七
〇
頁
。

（
60
）
第
十
五
号
「
学
校
制
度
ノ
改
革
ニ
ツ
イ
テ
申
請
」
一
九
四
八
年
一
月
二
一
日
（
沖
縄
県
教
育
委
員
会
編
前
掲
書
所
収
、四
〇
頁
）。

（
61
）
同
上
、
四
〇
頁
。

（
62
）「
新
学
制
六
・
三
・
三
を
語
る
─
山
城
文
教
部
長
と
一
問
一
答
」『
新
教
育
』
第
一
号
、
沖
縄
教
育
連
合
会
、
一
九
四
八
年
八
月
、

四
‐
五
、一
〇
頁
（
藤
澤
健
一
編
著
『
占
領
下
の
奄
美
・
琉
球
に
お
け
る
教
員
団
体
関
係
史
料
集
成
』
第
七
巻
（
沖
縄
群
島
）、

不
二
出
版
、
二
〇
一
五
年
所
収
）。
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（
63
）
同
上
、
五
頁
。

（
64
）
秘
書
課
「
会
議
録
10
」
一
九
四
七
年
七
月
以
降
十
二
月
迄
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
編
『
沖
縄
県
史
料
』
戦
後
２　

沖

縄
民
政
府
記
録
１
、
沖
縄
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
八
年
所
収
、
四
五
八
頁
）。

（
65
）「
陳
情
」（「
沖
縄
民
政
府
当
時
の
軍
指
令
及
び
一
般
文
書
５
‐
３　

一
九
四
七
年
」
所
収
、
沖
縄
県
公
文
書
館
所
蔵
、
資
料
コ
ー

ド
：RD

A
E000105

）。

（
66
）
秘
書
課
「
会
議
録
10
」
一
九
四
七
年
七
月
以
降
十
二
月
迄
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
編
前
掲
書
所
収
、
五
六
八
頁
）。

（
67
）
関
連
文
書
沖
縄
知
事
覚
書
第
十
五
号
「
沖
縄
学
校
制
度
改
正
請
願
に
対
す
る
回
答
」
一
九
四
八
年
三
月
一
八
日
（
沖
縄
県
教
育

委
員
会
編
前
掲
書
所
収
、
四
〇
頁
）。

（
68
）
沖
縄
民
政
府
知
事
官
房
長
情
報
課
が
刊
行
し
て
い
た
冊
子
、『
情
報
』
と
考
え
ら
れ
る
。

（
69
）
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
編
前
掲
書
、
六
四
七
頁
。

（
70
）
軍
第
十
二
号
「
六
・
三
・
三
制
学
制
」
沖
縄
民
政
府
知
事
官
房
長
情
報
課
『
情
報
』
沖
縄
民
政
府
知
事
官
房
長
情
報
課
、

一
九
四
八
年
六
月
、
一
‐
三
頁
。

（
71
）
同
上
、
一
頁
。

（
72
）
秘
書
課
「
会
議
録
11
」
一
九
四
八
年
一
月
以
降
六
月
迄
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
編
前
掲
書
所
収
、
六
八
五
頁
）。

（
73
）
萩
原
真
美
前
掲
論
文
（「
占
領
下
沖
縄
に
お
け
る
社
会
科
の
誕
生
」）、
一
七
〇
頁
。

（
74
）
沖
縄
教
育
連
合
会
前
掲
書
、
五
頁
。
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（
75
）
戸
邉
秀
明
前
掲
論
文
、
四
五
四
頁
。


